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治
タイプライタ
慰謝料

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　裕子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　裕子

治
タイプライタ
タナカ　ユウコ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　太郎

治
タイプライタ
ヤマダ　タロウ

治
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４６

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
自営業
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治
タイプライタ
１　相手方は、申立人に対し、婚約不履行に基づく慰謝料として金＊＊万円を
支払うとする調停を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日に、友人の紹介で知り合い、
親しくなり、それ以後、交際を重ね、同年＊＊月に双方の両親に紹介し合いま
した。申立人の誕生日である＊＊月＊＊日に婚約しました。
２　申立人は、式場などの準備を進めようと相手方に促しましたが、仕事が忙
しいと言って、会ってもらえなくなりました。＊＊月になって、心配になって
、知人に相談したところ、会社の女性と交際している噂があることを聞かされ
ました。
３　相手方から、結婚を取りやめると一方的にメールが届きました。申立人と
しても、そのような不誠実な相手方とは婚姻するつもりはなくなりましたので
、慰謝料として、式場等の準備費用＊＊円及び精神的な損害として＊＊万円、
合計＊＊万円の支払を求め、この申立をします。




